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(57)【要約】
　製品（３２５）に関する情報（３１０）が自動販売機
（３０５）の少なくとも１人の顧客に伝達される。製品
（３２５）を自動販売機（３０５）から配給するか否か
、および製品（３２５）が自動販売機（３０５）から配
給されるか否かが決定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動販売機から配給することのできる製品の選択を顧客から受取り、
　その製品に基づき、顧客に対して警告、すなわち
　　製品に関する栄養情報、および
　　製品に関する警告を出力すべきか否かを、自動販売機の出力装置を経て出力が行われ
るように、決定し、
　警告を顧客が認識したかどうかを決定し、
　警告を顧客が認識したかどうかに基づいて自動販売機から製品を配給するか否かを決定
し、
　自動販売機から製品を配給し、また、
　データベースに顧客が警告を認識したことを示す指標を保存することを含む方法。
【請求項２】
　出力段階が、
　自動販売機の出力装置を経て出力することを含む請求項１に記載された方法。
【請求項３】
　自動販売機の少なくとも1人の顧客に対して製品に関する情報を伝達し、
　顧客がその情報を認識したか否かを決定し、
　顧客が情報を認識したどうかに基づいて、自動販売機から製品を配給するか否かを決定
し、
　自動販売機から製品を配給することを含む方法。
【請求項４】
　情報を顧客に対して伝達するか否かを決定することをさらに含む請求項３に記載された
方法。
【請求項５】
　顧客に対して情報を伝達するか否かの決定が、
　顧客が製品の購入を意図しているか否かの決定を含む請求項４に記載された方法。
【請求項６】
　顧客に対して情報を伝達するか否かの決定が、
　顧客が情報を要求したか否かの決定を含む請求項４に記載された方法。
【請求項７】
　顧客に対して情報を伝達するか否かの決定が、
　自動販売機から販売できる製品の販売に関するデータの評価を含む請求項４に記載され
た方法。
【請求項８】
　顧客に情報を伝達するように決定された場合にのみ、自動販売機の少なくとも１人の顧
客に対して製品の情報を伝達する段階が遂行される請求項４に記載された方法。
【請求項９】
　製品に関する情報の伝達が、
　自動販売機の出力装置を経て製品に関する情報を出力することを含む請求項３に記載さ
れた方法。
【請求項１０】
　顧客に対して少なくとも１つの製品の情報を示すことをさらに含む請求項３に記載され
た方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つの製品を示すことが、
　顧客の選択した製品に関するデータの出力を含む請求項１０に記載された方法。
【請求項１２】
　少なくとも１つの製品を示すことが、
　自動販売機内の製品に近い位置のライトを点滅させるような指令を含む請求項１０に記
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載された方法。
【請求項１３】
　製品をオファーすることを決定し、
　製品のオファーを出力することを含む請求項１０に記載された方法。
【請求項１４】
　製品をオファーすることの決定が、
　製品の収益性および製品に関する製品栄養情報の少なくとも１つに基づく製品オファー
の決定を含む請求項１３に記載された方法。
【請求項１５】
　顧客が情報を認識したことを決定すること、および
　データベースに、顧客が情報を認識したという指標を保存することをさらに含む請求項
３に記載された方法。
【請求項１６】
　プロセッサと、
　プロセッサによる実行時に、請求項３に記載された方法を遂行するようにプロセッサを
導くプログラムを保存するメモリーとを含む装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
用語
　用語「製品」は、別に明確に指定されていないのであれば、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１０１
により考えられる全ての機械、製作物および（または）物質による構成物を意味する。
【０００２】
　用語「一実施例」「実施例」「複数の実施例」「その実施例」「それらの実施例」「１
つ以上の実施例」「幾つかの実施例」「１つの実施例」などは、別に明確に指定されてい
ないのであれば、開示された発明（単数または複数）の１つ以上（全てではない）の実施
例を意味する。
【０００３】
　一実施例の説明における「他の実施例」の参照は、別に明確に指定されていないのであ
れば、その参照した実施例がその他の実施例（例えば、参照された実施例よりも前に記載
された実施例）と互いに排他的な関係にあることを含意するものではない。
【０００４】
　用語「含む」「含んでなる」およびそれらの変形語は、別に明確に指定されていないの
であれば、「含んでいるが、それに限定されることはない」ことを意味する。
【０００５】
　「或る」「１つの」および「その」は、別に明確に指定されていないのであれば、「１
つ以上」を意味する。
【０００６】
　用語「複数」は、別に明確に指定されていないのであれば、「２つ以上」を意味する。
【０００７】
　用語「ここに（本明細書に）」は、別に明確に指定されていないのであれば、「本明細
書に援用される全てを含めて、本出願において」を意味する。
【０００８】
　表現「少なくとも１つ」は、その表現が複数の物（物を列挙したリストのような）を修
飾する場合には、別に明確に指定されていないのであれば、それらの物の何れか１つ以上
の組合せを意味する。例えば、小型機械、自動車およびホイールの少なくとも１つは、（
ｉ）小型機械、（ｉｉ）自動車、（ｉｉｉ）ホイール、（ｉｖ）小型機械と自動車、（ｖ
）小型機械とホイール、（ｖｉ）自動車とホイール、または（ｖｉｉ）小型機械と自動車
とホイール、を意味する。
【０００９】
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　表現「に基づく」は、別に明確に指定されていないのであれば、「それだけに基づく」
ことを意味するのではない。換言すれば、表現「に基づく」は「それだけに基づく」およ
び「少なくとも・・に基づく」の両方を表現する。
【００１０】
　用語「これにより」は、本明細書では、事前に明確に説明した事柄の意図した結果、目
標または成り行きのみを表現する節や文の前でのみ使用される。したがって、用語「これ
により」が請求項に使用されたとき、この用語「これにより」が修飾する節または文はそ
の請求項に特別な他の限定を加えることはないが、そうでなければ請求項の意味や範囲に
制限を加える。
【００１１】
　第１の請求項に対する制限が１つの特徴ならびに２つ以上の特徴にかかる（例えば、「
少なくとも１つの小型機械」のような制限が１つの小型機械ならびに２つ以上の小型機械
にかかる）場合、また、第１の請求項に従属する第２の請求項において、その第２の請求
項がその制限（例えば「小型機械」）を引用するために定冠詞「その（ｔｈｅ）」を使用
する場合、第１の請求項が１つの特徴のみにかかることを意味するのではなく、また第２
の請求項が１つの特徴のみにかかることを意味するのではない（例えば、「小型機械」は
１つの「小型機械」および２つ以上の「小型機械」の両方にかかることができる）。
【００１２】
　各々のプロセス（方法、アルゴリズムその他と称される）は１つ以上の段階を固有に含
み、したがってプロセスの「１つの段階」または「複数の段階」の引用の全ては、用語「
プロセス」または同様の用語の単なる列挙に固有の前提基礎を有する。したがって、請求
項におけるプロセスの「１つの段階」または「複数の段階」の何れの引用も、十分な前提
基礎を有する。
【００１３】
　序数（例えば、「第１」「第２」「第３」・・）が用語の前に形容詞として使用される
場合、その序数は単に特定の特徴を示すために、例えば同一用語または同様用語によって
記載された他の特徴からその特定の特徴を識別するために使用される（別に明確に指定さ
れていないのであれば）。例えば、「第１の小型機械」は、例えば「第２の小型機械」か
ら単に識別するために、そのように呼ぶことができる。したがって、用語「小型機械」の
前の序数「第１」および「第２」の使用は、その２つの小型機械の間の他の何れの関係を
示すものではなく、また同様に、それらの小型機械の一方または両方の他の何れかの特徴
をも示すものでもない。例えば、用語「小型機械」の前の序数「第１」および「第２」の
単なる使用は、（１）その小型機械が順序または位置において他の何れかの小型機械の前
または後になることを示すものではなく、（２）その小型機械が時間的に他の何れかの小
型機械の前または後に現れる、または作動することを示すものではなく、（３）その小型
機械が重要性または品質の面で他の何れの小型機械の上または下にランクされることを示
すものではない。さらに、単なる序数の使用は、その序数で識別される特徴に数字が制限
されることを定めない。例えば、用語「小型機械」の前に序数「第１」および「第２」を
単に使用することは、２台を超える小型機械があってはならないことを示すものではない
。
【００１４】
　１つの装置または物品が本明細書に記載される場合、２つ以上の装置／物品（それらが
協働するか否かに係わらず）が記載した１つの装置／物品の代わりに代替的に使用できる
。したがって、１つの装置によって処理されるように記載された機能は、２つ以上の装置
／物品（それらが協働するか否かに係わらず）によって代替的に処理できる。
【００１５】
　同様に、２つの以上の装置／物品が本明細書で記載される場合（協働するか否かに係わ
らず）、記載した２つ以上の装置／物品に代えて１つの装置／物品を代替的に使用できる
。例えば、複数のコンピュータで制御される装置が１つのコンピュータで制御される装置
で置換えられる。したがって、２つ以上の装置／物品によって処理されるように記載した
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各種機能は、１つの装置／物品によって代替的に処理されることができる。
【００１６】
　記載した１つの装置の機能および（または）特徴は、記載されたが、そのような機能／
特徴を有すると明確に記載されていない１つ以上の他の装置によって代替的に具現できる
。したがって、他の実施例は記載した装置そのものを含む必要はないが、それらの他の実
施例でそのような機能／特徴を有する１つ以上の装置を含むことができる。
【００１７】
開示例は制限を与えるものでない
　複数の実施例がこの特許出願において記載されており、それらは図解目的のためだけで
与えられている。この説明された実施例は、どの点から見ても制限を与えるものではなく
、制限することを意図されたものでもない。今開示された発明は、説明から容易に明白と
なるように、多くの実施例に広く適用できる。当業者は、この開示された発明がさまざま
な変更例や代替例、例えば構造的、論理的、ソフトウェア的および電気的な変更によって
実施できることを認識するであろう。開示された発明の特定の特徴は１つ以上の特定の実
施例および（または）図面を参照して説明されるが、そのような特徴は、別に明確に指定
されていないのであれば、それらが参照して説明される１つ以上の特定の実施例または図
面において使用されるように制限されるのではないことを理解しなければならない。
【００１８】
　この開示は、発明の全ての実施例の文字通りの説明ではなく、全ての実施例になければ
ならない発明の特徴の列挙でもない。
【００１９】
　名称（この特許出願書類の第１ページの最初に記載）および要約書（本発明の出願書類
の最後に記載）は、開示された発明の範囲と同様に何れの面においても制限を与えるもの
と考えるべきではない。
【００２０】
　互いに通信し合う装置は、別に明確に指定されていないのであれば、互いに連続的に通
信し合う必要はない。逆に、それらの装置は、必要とされるか望まれるときに互いに通信
することを必要とされるだけであり、また、大半の時間はデータの交換を実際にしていな
い。例えば、インターネットを経て他の機械と通信している機械は、一度に数週間分のデ
ータを他の機械に伝達することはない。さらに、互いに通信し合う装置は、１つ以上の中
継手段を経て直接または間接的に通信し合うことができる。
【００２１】
　幾つかの要素または特徴を有する実施例の説明は、それらの要素／特徴の全てまたは幾
つかが要求されることを含意しない。逆に、さまざまな任意の構成要素は、本発明で可能
とされる広くさまざまな実施例を示すために記載されるのである。別に明確に指定されて
いないのであれば、要素／特徴のないことが本質であり、要求されるのである。
【００２２】
　さらに、プロセス段階、アルゴリズムなどは順番に記載されるが、それらのプロセスは
異なる順序で作動するように構成することができる。換言すれば、明確に説明された段階
の何れのシーケンスまたは順序も、その順番に段階が遂行されるべきという条件を指示す
る必要性はない。明細書に記載したプロセス段階は、何れの順序で遂行されることもでき
る。さらに、幾つかの段階は、非同時に行われるように記載され、またはほのめかされて
いても（例えば、１つの段階が他の段階の後に説明されるので）、同時に遂行することが
できる。さらに、図面での描写によるプロセスの説明は、その図示したプロセスが他の変
形例や変更例を除外することを含意するのではなく、図示したプロセスまたはその何れか
の段階が発明に欠かせないことを含意するのではなく、また、図示したプロセスが好まし
いということを含意するのでもない。
【００２３】
　複数の段階を含むものとしてプロセスが記載されるが、これは全てまたは何れかの段階
が本質的または必要とされることを示すものではない。記載した発明の範囲に含まれるさ
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まざまな他の実施例は、記載した段階の幾つかまたは全てを省略した他のプロセスを含む
。
【００２４】
　製品は複数の要素、概念、品質、特徴および（または）特性を含むとして記載されるが
、これはそれらの複数の全てが本質的で必要とされることを示さない。記載した発明の範
囲に含まれるさまざまな他の実施例は、記載した複数のうちの幾つかまたは全てを省略す
る他のプロセスを含む。
【００２５】
　品目（番号を付され、または付されない）が列挙されたリストは、別に明確に指定され
ていないのであれば、品目の何れかまたは全てが相互に排他的な関係であることを含意し
ない。同様に、別に明確に指定されていないのであれば、品目（番号を付され、または付
されない）が列挙されたリストは、品目の何れかまたは全てが何れかのカテゴリに含まれ
ることを含意しない。例えば、列挙したリスト「コンピュータ、ラップトップ、ＰＤＡ」
は、そのリストの３つの品目の何れかまたは全てが相互に排他的な関係であることを含意
せず、そのリストの何れかまたは全ての品目が何れかのカテゴリに含まれることを含意し
ない。
【００２６】
　この特許出願に含まれる各部分の表題およびこの特許出願の名称は単に便宜的なもので
あり、何なる点においても開示を限定するものと理解されるべきでない。
【００２７】
決定
　何かの「決定」はさまざまな方法で遂行でき、したがって用語「決定」（および同様語
）は計算、コンピュータ利用、演繹、調べ（例えば、表、データベースまたはデータ構造
）、確認などを含む。
【００２８】
コンピュータ利用
　本明細書に記載されたさまざまな方法およびアルゴリズムは、例えば適当にプログラム
された一般用途のコンピュータおよびコンピュータ利用装置によって実行されることは容
易に明白となるであろう。典型的なプロセッサ（例えば、１つ以上のマイクロプロセッサ
）はメモリーなどの装置から命令を受けてそれらの命令を実行し、これによりそれらの命
令によって決められた１つ以上のプロセスを遂行する。さらに、そのような方法およびア
ルゴリズムを実行するプログラムは、さまざまな媒体（例えば、コンピュータで読取り可
能な媒体）を使用して多数の方法で保存され、伝達される。幾つかの実施例では、配線回
路やカスタム・ハードウェアが、さまざまな実施例のプロセスを実行するためのソフトウ
ェアに代えて、またはそれと組合せて使用できる。したがって、実施例はハードウェアお
よびソフトウェアの何れかの適当な組合せに限定されることはない。
【００２９】
　「プロセッサ」は、マイクロプロセッサ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、コンピュータ
利用装置、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ、または同様装置の何れか１
つ以上を意味する。
【００３０】
　用語「コンピュータ読取り可能媒体」は、コンピュータ、プロセッサまたは同様装置で
読取ることのできるデータ（例えば命令）を与えることに関与する何れかの媒体を称する
。その媒体は、限定するわけではないが不揮発性媒体、揮発性媒体、および伝送媒体を含
む多くの形態とされることができる。不揮発性媒体は、例えば光学または磁気ディスク、
および他の持続メモリーを含む。揮発性媒体はダイナミック・ランダム・アクセス・メモ
リー（ＤＲＡＭ）を含み、これは典型的にメイン・メモリーを構成する。伝送媒体は同軸
ケーブル、銅ワイヤーおよび光ファイバーを含み、これにはプロセッサに連結されたシス
テム・バスを含むワイヤーが含まれる。伝送媒体は音波、光波、およびラジオ周波数（Ｒ
Ｆ）および赤外線（ＩＲ）のデータ通信時に発生するような電磁放射線を含む、すなわち
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配給する。コンピュータで読取り可能な媒体の一般的な形態には、例えば、フロッピー（
登録商標）・ディスク、フレキシブル・ディスク、ハード・ディスク、磁気テープ、他の
何れかの磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、他の何れかの光学媒体、パンチ・カード、紙
テープ、穴パターンの形成された他の何れかの物理的媒体、ＡＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲ
ＯＭ、フラッシュＥＥＰＲＯＭ、他の何れかのメモリー・チップまたはカートリッジ、以
下に説明するキャリヤ・ウェーブ（配給波）、またはコンピュータが読取ることのできる
他の何れかの媒体が含まれる。
【００３１】
　コンピュータで読取ることのできるさまざまな形態の媒体は、命令シーケンスのプロセ
ッサへの配給に必要とされる。例えば、命令シーケンスは、（ｉ）ＲＡＭからプロセッサ
に導かれる、（ｉｉ）ワイヤレス伝送媒体で配給される、および（または）（ｉｉｉ）ブ
ルーツース、ＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、３Ｇのようなさまざまなフォーマット、スタンダード
、またはプロトコルにしたがってフォーマットされる。
【００３２】
　データベースが記載される場合、当業者には（ｉ）記載したそれらと代替のデータベー
ス構造を容易に使用できる、（ｉｉ）データベースに加えて他のメモリー構造を容易に使
用できることが理解されるであろう。本明細書に与えられた幾つかのサンプル・データベ
ースの何れかの図解または記述は、保存された情報の表現に関する図解的な配列である。
例えば図面に示された表により示唆される配列に加えて、何れかの数の他の配列が使用で
きる。同様に、何れかの図示したデータベースの入口は、例示的な情報のみを表す。当業
者は、この入口の数および内容は、本明細書に記載したものと異なることができることは
理解されるであろう。さらに、表のようなデータベースの何れの記述にもかかわらず、他
のフォーマット（関係データベース、目的ベースのモデルおよび（または）販売データベ
ース）が本明細書に記載したデータ形式を保存し、取扱うために使用できる。同様に、デ
ータベースの目的方法または動作は、本明細書に記載したようなさまざまなプロセスを実
行するために使用できる。さらに、このデータベースは、周知の方法で、そのデータベー
スのデータにアクセスする装置によって現地または遠隔地に保存される。
【００３３】
　本発明は、通信ネットワークを経て１つ以上の装置と通信するコンピュータを含むネッ
トワーク環境にて作動するように構成されることができる。コンピュータは、インターネ
ット、ＬＡＮ、ＷＡＮまたはイーサネット（登録商標）、トーケン・リング（Ｔｏｋｅｎ
　Ｒｉｍｇ）のような有線またはワイヤレス媒体を経て、または適当な何れかの通信手段
または通信手段の組合せを経て、直接または間接的に装置と通信する。各々の装置は、イ
ンテル（登録商標）・ペンティアム（登録商標）またはセントリノ（登録商標）・プロセ
ッサのようなコンピュータを含み、それらがコンピュータと通信するようになされる。様
々な台数および形式の機械がコンピュータと通信される。
【００３４】
継続出願
　本発明は当業者に対して、可能な幾つかの実施例および（または）発明の記載を提供す
る。それらの実施例および（または）発明は本出願で特許請求していないが、本発明の優
先権の利得を請求する１つ以上の継続出願に特許請求されている。出願人は、開示され、
可能にされてはいるが、本発明で特許請求されていない主題に関する特許を継続するため
に、さらなる特許出願を意図している。
【００３５】
　本明細書に開示したさまざまな実施例は自動販売機の在庫に関する情報を伝達できるよ
うにする。
【００３６】
　例えば、一実施例では、自動販売機はその少なくとも１人の顧客に対して製品に関する
情報を伝達する。自動販売機は、製品を配給して、製品が自動販売機から販売されるか否
かを決定する。一実施例では、自動販売機は、顧客の知識に基づいて（例えば、或る順番
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でキーパッド・ボタンを押し、またはスクリーン・アイコンにタッチすること、質問事項
に正しく解答することによって）、製品を販売するか否かを決定する。
【００３７】
　一実施例では、自動販売機の在庫品物の栄養成分に関する情報がその1人以上の顧客に
伝達される。幾つかの実施例では、顧客は情報および（または）それに対する顧客の反応
に基づいて自動販売機との取引を進展させ、またはさせないことができる（例えば、１つ
以上の品目を購入することで）。
【００３８】
　例えば、一実施例では、栄養成分に関する情報が顧客の要求に応じて与えられる。要求
された情報は在庫品目の全て、またはその部分集合に関する栄養情報を含む。したがって
、一実施例では、顧客は自動販売機に対して或る栄養属性（例えば、或る原料で作られ、
アトキンス（登録商標）認証された適正食品、低脂肪、低炭水化物、低カロリー、低砂糖
、ピーナッツ含有など）を有する在庫品目を知りたいという希望を指示できる。応答にお
いては、自動販売機および（または）それに関連するコンピュータ（例えば、制御装置）
が自動販売機の出力装置（例えば、機械に取付けられたＬＣＤスクリーン）および（また
は）使用者装置の出力装置（例えば、顧客のセルラー式電話のＬＣＤスクリーン）に指示
して、関連する栄養属性を有する品目の表示を出力する。例えば、顧客はどの在庫品目が
「無脂肪」であるかを見たいという要求をすることができ、自動販売機は脂肪を含有しな
い在庫製品のそばに取付けられているＬＥＤ球を点滅させることができる。したがって、
顧客は脂肪のない１つ以上の品目を容易に決定でき、購入するか選択することができる。
【００３９】
　さらに、一実施例では、自動販売機は、顧客が１つ以上の在庫製品の購入を許可する前
に、或る栄養情報についての顧客の知識を求めるように構成できる。例えば、製品を配給
する前に、自動販売機はＬＣＤスクリーンを経て１つ以上の製品に関連する警告（すなわ
ち、「確認」または「同意」スクリーン）を出力する。顧客はその製品を購入することで
生じるリスクの自身の許諾を示す（例えば、ＬＣＤタッチ式スクリーン上に示されたアイ
コン画像に触れる）ように要求できる。したがって、自動販売機は、顧客がその製品に関
連するリスクを知らない間は製品に対するアクセスを制限できる（例えば、顧客は喫煙に
関するリスクを明確に知らない限り、タバコを購入できず、顧客は製品がピーナッツを含
んでいることを明確に知らない限り、ペイデイ吐露間キャンディー・バーを購入すること
はできない）。
【００４０】
　多くの他の実施例が本明細書で論議するように、推考される。
【００４１】
定義
　製品実速度－与えられた製品が一定期間（例えば、販売時間）内に自動販売機で販売さ
れる実際の速度。
【００４２】
　補充時期、販売時期－補充日の間の期間。
【００４３】
　補充価格、小売価格－幾つかの実施例では、消費者の支払う単位ユニット当たりの所定
の製品の通常価格。
【００４４】
　理想の製品速度、目標製品速度、目標速度－所定の製品が自動販売機により一定期間（
例えば販売時間）に販売されるべき望ましい速度。したがって、幾つかの実施例では、所
定の販売期間の終わりまで（すなわち、自動販売機での次の補充作業まで）に、或るレベ
ルまで機内製品を捌くために、それぞれの製品が販売されなければならない速度を示す理
想速度が各製品について設定または計算される。
【００４５】
　例えば、理想的な製品速度は、オペレータが補充データ応用そのデータに大して望まし
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い残量を入力した後に自動販売機制御システムによって計算される。例えば、オペレータ
は、自動販売機が完全に売り切れ状態となって顧客をがっかりさせるようなことがなく、
できるだけ多くの製品を販売するように、次回の補充時に各製品のただ1つでも残ってい
ることを望む。したがって、先の例では、オペレータが、（ａ）ソーダＡの５０ユニット
を補充し、（ｂ）１４日後の補充日を入力し、また（ｃ）ソーダＡの１ユニットだけが補
充日に残されるべきことを示すならば、制御システムは４９を１４で割算して、理想速度
を実現するために販売期間内に平均３．５ユニットが毎日販売されねばならないと結論を
出す。
【００４６】
　オペレータ－自動販売機のオーナー（またはその代理人）。一実施例では、オペレータ
は、自動販売機の補充を行い、および（または）自動販売機からお金を取出しまたは補充
することで１つ以上の自動販売機の保守をする「ルート・ドライバー」または保守要員で
ある。
【００４７】
　製品、品目－自動販売機が販売する品物またはサービス内容。自動販売機で販売される
品物の例は、飲料（例えば、ソーダ缶、水やアイス・ティーのボトル）、スナック（例え
ば、キャンディー・バー、チップの袋詰め）、タバコ製品および玩具を含む。自動販売機
で販売されるサービス内容は、洗車、写真撮影、およびデジタル関連のアクセス（例えば
、ＭＰ３ファイルやセルラー式電話の「着信音」をｉＰｏｄ（トレードマーク）やセルラ
ー式電話のような携帯装置へのダウンロードを可能にする）を含む。
【００４８】
　製品情報、製品情報属性、情報属性、栄養データ、栄養情報、健康情報－製品に関する
情報で、限定するわけではないが（１）原料情報（例えば、「ピーナッツを含む」）、（
２）食事制限またはガイダンス（例えば、適法食品ステータス、アトキンス（登録商標）
認証ステータス、菜食主義者ステータス、カロリー含有量、脂肪含有量、炭水化物含有量
、ウェィト・ウォッチャー（登録商標）・プログラム・ポイント）、（３）行政当局のメ
ッセージ（例えば、サージャン・ジェネラルス・ワーニングス；ＦＤＡ認証ステータス）
、および（または）（４）他の何れかの情報を含む。
【００４９】
　補充日、補充時刻－自動販売機にそのオペレータ（例えばルート・ドライバー）が補充
するようにスケジュールされた時刻および（または）日付。
【００５０】
　使用者装置、顧客装置、消費者装置－顧客によって保有されるか使用される何れの装置
も、内容製品にオンラインおよび（または）オフラインでアクセスおよび（または）表示
させることができる。使用者装置は、１つ以上の自動販売機サーバーまたは制御装置、１
つ以上の自動販売機、１つ以上の周辺装置、１つ以上の第三者（例えば、小売店）のサー
バー、１つ以上の使用者端末、および（または）ネットワーク・ノードに通信できる。幾
つかの実施例では、使用者装置は、例えば、ゲーム装置、パソコン、パーソナル・デジタ
ル・アシスタンツ（ＰＤＡ）、パーソナル・ミュージック・プレーヤー（例えば、ＭＰ３
プレーヤー）、販売箇所端末、表示箇所端末、キオスク、通常電話、セルラー式電話、自
動現金預入れ払出機（ＡＴＭ）、ポケットベル（ｐａｇｅｒ）、およびそれらの装置の組
合せを含む。
【００５１】
　説明したように、さまざまな実施例が、とりわけ自動販売機の在庫に関する情報伝達を
容易にする。一実施例では、製品情報は1人以上の顧客に伝達される。情報および（また
は）それに対する顧客の応答に基づいて、顧客は自動販売機との取引を進展させ、または
させないことができる（例えば、１つ以上の品目を購入することで）。さらに、一実施例
では、自動販売機は、顧客が１つ以上の在庫品を購入できるようにする前に、或る製品情
報に関する顧客の知識を求めるように構成できる。他の実施例は、本明細書で説明したよ
うに、特に以下の詳細な説明を参照することで予想できる。
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【００５２】
自動販売機の装置およびシステム構造
　一般に、さまざまな実施例による自動販売機は、とりわけ製品情報を顧客に伝達し、顧
客からの支払いを受領し、品物の価格付けおよび（または）引渡しを制御し、および（ま
たは）業務に対する権利を調整することによって、顧客との販売取引を管理するように構
成された装置を含むか、装置（例えば、サーバー、周辺装置、および（または）周辺装置
サーバー）と通信する。
【実施例１】
【００５３】
　図１を参照すれば、そこにはシステムの実施例のブロック線図が示されている。さらに
詳しくは、図１は、本明細書に記載した１つ以上の機能を遂行するよう作動できる自動販
売機１００のブロック線図である。
【００５４】
　自動販売機１００は、１つ以上のインテル（登録商標）・ペンティアム（登録商標）ま
たはセントリノ（トレードマーク）・プロセッサを含むことができる。プロセッサ１０５
（ここでは、「プロセッサ」「プロセッサ１０５」「コンピュータ」または「制御システ
ム」）は１つ以上の時計またはタイマー（図示せず）を含むか連結され、また１つ以上の
通信ポート１６５を含むか連結されており、幾つかの実施例では、このポートを通して１
つ以上の周辺装置サーバー、１つ以上のサーバー、１つ以上の周辺装置、および（または
）１つ以上のユーザー装置のような他の装置と通信できる。一実施例では、通信ポート１
６５はモデム（例えば、セルラー・モデムその他）、ワイヤレス発信機または応答機（例
えば、赤外線発信機／受信機、ラジオ発信機／受信機）を含むことができる。
【００５５】
　プロセッサ１０５はまたデータ保存装置１１０と通信状態にある。データ保存装置１１
０は、磁気式、光学式および（または）半導体のメモリーの何れかの適当な組合せを含む
ことができ、また、例えば付加プロセッサ、通信ポート、ランダム・アクセス・メモリー
（「ＲＡＭ」）、読取り専用メモリー（「ＲＯＭ」）、コンパクト・ディスクおよび（ま
たは）ハード・ディスクを含むことができる。プロセッサ１０５およびデータ保存装置１
１０は、それぞれが、例えば、（ｉ）完全に１つのコンピュータまたは他のコンピュータ
利用装置に内蔵される、または（ｉｉ）遠隔通信媒体、例えばシリアル・ポート・ケーブ
ル、ＬＡＮ、電話回線、ラジオ周波数トランシーバー、光ファイバー接続などによって互
いに連結される。例えば幾つかの実施例では、自動販売機１００は、データベースを保持
するように作動する遠隔サーバー・コンピュータに連結された１つ以上のコンピュータ（
プロセッサ１０５）を含むことができ、データ保存装置１１０はその遠隔サーバー・コン
ピュータおよびその関連するデータベースの組合せを含む。
【００５６】
　データ保存装置１１０はプロセッサ１０５を制御するプログラム１１５を保存する。プ
ロセッサ１０５はプログラム１１５の命令を遂行し、これによりさまざまな実施例に応じ
て、特に本明細書に記載された方法に応じて作動する。一実施例は、実世界、物理的オブ
ジェクトおよびそれらの相互関係を象徴する概念を創作するためにモジュラー・オブジェ
クトで複雑システムをモデル化できる目的向き言語を使用して開発されたプログラム１１
５を含む。しかしながら、当業者には、本明細書で記載するようなさまざまな実施例は、
広い範囲のプログラミング・アーキテクチャならびに一般用途のハードウェアや専用の制
御装置を使用してさまざまに異なる方法で実行できることが理解されるであろう。
【００５７】
　プログラム１１５は圧縮され、コンパイルされず、および（または）暗号化されたフォ
ーマットで保存される。さらに、プログラム１１５は、オペレーティング・システム、デ
ータベース管理システム、およびプロセッサ１０５をコンピュータ周辺装置とのインター
フェースにすることのできるデバイス・ドライバのような一般に使用されるプログラム要
素を含むことができる。適当な一般目的のプログラム要素は当業者に知られているので、
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本明細書では詳細に記載しない。
【００５８】
　プログラム１１５は、本明細書で開示するような本発明特有の多数の目的、モジュール
および（または）サブルーチンを実行するように作動する。
【００５９】
　本発明の幾つかの実施例によれば、プログラム１１５の命令は他のむコンピュータ読取
り可能媒体からプロセッサ１０５のメイン・メモリーへ、例えばＲＯＭからＲＡＭへ読取
られる。プログラム１１５における命令シーケンスの実行は、本明細書に記載した処理段
階をプロセッサ１０５に遂行させる。代替実施例では、ハード・ワイヤー回路または集積
回路が、さまざまな実施例のプロセスを実行するためのソフトウェア命令の代わりに、ま
たはそれと組合せて使用できる。したがって、本発明の実施例はハードウェア、ファーム
ウェアおよび（または）ソフトウェアの何れかの特定な組合せに限定されることはない。
【００６０】
　プログラム１１５に加えて、データ保存装置１１０は１つ以上のデータベースを保存す
るようにも作動する。当業者には理解されるように、本明細書に与えられている何れかの
サンプル・データベースの何れかの概略図および関連記述は、保存した情報表現の例示的
な配列である。示された表により示唆される内容に加えて、何れかの数の他の配列も使用
できる。同様に、何れかの図示したデータベースのエントリーは、例示的な情報のみを表
す。当業者は、このエントリーの数および内容は、本明細書で示したものと異なることが
できることは理解されるであろう。さらに、表のようなデータベースの何れの記述にもか
かわらず、データベース・モデルは本明細書に開示したデータ形式を保存し、取扱うため
に使用でき、同様に、オブジェクト方法または動作は本明細書に記載したプロセスを実行
するために使用できる。
【００６１】
　本明細書で使用される用語「コンピュータ読取り可能媒体」は、プロセッサを実行させ
るための命令付与に関与する何れかの媒体を表すことに留意しなければならない。そのよ
うな媒体は、限定するわけではないが不揮発性媒体、揮発性媒体、および伝送媒体を含む
多くの形態とされることができる。不揮発性媒体は、例えば光学や磁気ディスク、メモリ
ーを含む。揮発性媒体はダイナミック・ランダム・アクセス・メモリー（ＤＲＡＭ）を含
み、これは典型的にメイン・メモリーを構成する。伝送媒体は同軸ケーブル、銅ワイヤー
および光ファイバーを含み、これにはプロセッサに連結されたシステム・バスを含むワイ
ヤーが含まれる。伝送媒体は音波、光波、およびラジオ周波数（ＲＦ）および赤外線（Ｉ
Ｒ）のデータ通信時に発生するような電磁波を配給する。コンピュータで読取り可能な媒
体の一般的な形態には、例えば、フロッピー（登録商標）・ディスク、フレキシブル・デ
ィスク、ハード・ディスク、磁気テープ、他の何れかの磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ
、他の何れかの光学媒体、パンチ・カード、紙テープ、穴パターンの形成された他の何れ
かの物理的媒体、ＡＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、フラッシュＥＥＰＲＯＭ、他の何れ
かのメモリー・チップまたはカートリッジ、キャリヤ・ウェーブ、またはコンピュータが
読取ることのできる他の何れかの媒体が含まれる。コンピュータで読取り可能な媒体のさ
まざまな形態は、１つ以上の命令シーケンスを実行するためのプロセッサへの配給に必要
とされる。
【００６２】
　自動販売機１００は、１個または複数の支払い処理機構１５０を含むことができる。支
払い処理機構１５０は、支払額を受領して釣銭を戻すための１つ以上の機構を含むことが
でき、これには硬貨受領機、紙幣確認装置、カード読取り機（例えば、磁気ストライプ読
取り機）、および釣銭戻し機が含まれる。
【００６３】
　この分野で知られた方法において、磁気ストライプ・カード読取り機は、クレジット・
カードやデビット・カードの磁気ストライプのデータを読取り、また、従来の取引認定ネ
ットワークを介してカードによる購入を認証するために従来の販売店用クレジット・カー
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ド処理機械と協働する。適当なカードによる取引処理システムおよび方法は、ペンシルベ
ニア州マルヴァーンのＵＳＡテクノロジー社から入手できる。
【００６４】
　硬貨受領機、紙幣確認装置、および釣銭戻し機は通貨保存装置（「ホッパー」、図示せ
ず）と通信し、また、ペンシルベニア州、ウェスト・チェスターのマース・インコーポレ
ーテッド社により提供されるモデルＡＥ－２４００、ＭＣ５０００、ＴＲＣ２００、また
はモデル９３００－Ｌのような従来装置を含むことができる。
【００６５】
　硬貨受領機および紙幣確認装置は通貨を受入れて保存装置に保存された通貨を認証する
。さらに、硬貨・チューブ・モニター手段と題するＵＳ特許第４５８７９８４号を参照し
て説明されるように、紙幣確認装置および硬貨受領機は保存されている通貨を監視し、保
存されている通貨の運転合計金額を維持する。その特許の全てはあらゆる目的のために本
明細書で援用される。釣銭戻し装置は適当な場所で顧客に硬貨を戻す。
【００６６】
　他の実施例において、さまざまな実施例による自動販売機は、支払いの認証および製品
選択指令をワイヤレス式装置通信ネットワークを経て直接または間接的に顧客装置（例え
ば、セルラー方式の電話）から受取るように構成できる。その実施例では、支払い処理機
構は本明細書に記載するようなプロセッサに作動連結されたセルラー式トランシーバーを
含む。セルラー式電話を介して自動販売機の品物の選択および支払いを可能にするシステ
ムおよび装置は、ＵＳＡテクノロジー社により提供されている。さらに、そのような実施
例では、顧客のセルラー式電話は、本明細書に記載するように、入／出力装置として機能
する。
【００６７】
　自動販売機の支払い処理機構に関するさらに詳細な説明はこの分野で知られているので
、本明細書ではさらに詳細に説明することはしない。
【００６８】
　自動販売機１００は、出力装置１５５および入力装置１６０をさらに含む。１つの出力
装置１５５および１つの入力装置１６０が図１に示されているが、何れの台数の出力装置
および（または）入力装置も使用できることを理解しなければならない。
【００６９】
　本発明の実施例によれば、自動販売機は顧客、オペレータまたは他の人物からの入力を
受入れる１つの入力装置を含む。また、自動販売機は、顧客またはオペレータに品物およ
び（または）他の情報を出力する１つ以上の出力装置を含むことができる。
【００７０】
　入力および出力装置の多くの組合せが本発明の実施例に応じて使用できる。例えば、タ
ッチ・スクリーン（本明細書に記載されている）を特徴とする実施例では、入力および出
力機能は１つの装置によって与えられる。
【００７１】
　記載したように、自動販売機は２つ以上の入力装置を含むことができる。例えば、自動
販売機は顧客の入力を受取る外部入力装置と、オペレータの入力を受取る内部入力装置と
を含むことができる。しかしながら、幾つかの実施例では、入力装置はオペレータと顧客
との両方から入力データを受取る２つの機能を与える。
【００７２】
　これも記載したように、自動販売機は２つ以上の出力装置を含むことができる。例えば
、自動販売機は、１つの液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）スクリーンおよび幾つかの発光ダイ
オード（ＬＥＤ）の両方を含むことができる。
【００７３】
　出力装置１５５は、例えば、１つのＬＣＤおよび（または）１つ以上のＬＥＤディスプ
レイ（例えば、幾つかのＬＥＤが自動販売機の棚に配置され、各ＬＥＤは一列の品物在庫
と関係付けられる）を含む。
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【００７４】
　一実施例では、１つのＬＥＤディスプレイ・スクリーンは自動販売機に取付けられる（
例えば、ボルトや他の取付けハードウェアによるなどして取付けられる）。その取付けら
れた１つのＬＥＤディスプレイは、顧客にメッセージ（例えば、品物情報）を伝達するた
めに使用される。そのような実施例に適当なＬＥＤディスプレイ・スクリーンは、２７．
５インチの長さ、４．２５インチの高さ、および１．７５インチの奥行きを有するアルミ
ニュウム・ケースに収容される。このディスプレイ・スクリーンは、アルファベット文字
および（または）グラフィック文字を示すことのできるディスプレイ面積を有する。さら
に、このＬＥＤディスプレイ・スクリーンは、本明細書に記載したように、プロセッサと
通信するためにＲＪ４５／ＲＳ２３２コネクタのようなシリアル・コンピュータ・インタ
ーフェースを含む。さらにまた、このＬＥＤディスプレイは、数色（例えば、赤、黄、緑
）でテキストおよびグラフィックを出力することができる。
【００７５】
　さらに、幾つかの実施例では、出力装置はプリンタを含む。一実施例において、プリン
タはＥＰＳＯＮ　ＥＵ－Ｔ４００シリーズのキオスク・プリンタのようなカード・ストッ
ク・ペーパー（例えば、０．０６ｍｍ～０．１５ｍｍ厚）に印刷するように構成される。
さらに、プリンタは各種のペーパーに各種の文字寸法（例えば、９～２４ポイントの範囲
）で各種のアルファベット文字およびグラフィック文字を感熱ライン・プリントできるよ
うになされる。さらに、このプリンタは、ＲＳ２３２／ＩＥＥＥ１２８３４および（また
は）双方向パラレル接続を経てプロセッサ（本明細書に記載されている）と通信される。
このプリンタは、４ＫＢのデータ・バッファをさらに含む。さまざまな実施例では、この
ようなプリンタは、例えば、栄養内容に関する情報、購買金額、取引情報などを出力する
。
【００７６】
　さらに、幾つかの実施例では、出力装置は、音声で顧客に情報を出力するオーディオ・
スピーカーのようなオーディオ・モジュールを含む。スピーカーは従来のスピーカーや、
最近のハイパーソニック・スピーカーを含むことができる。
【００７７】
　入力装置１６０は、（１）プログラマブル・マスター・メニュー（登録商標）・キーパ
ッドのような自動販売機に入力するための１組のアルファベット－数字キー、（２）セレ
クター・ダイヤル、（３）それぞれの組の物品配給装置と組合された１組のボタン、（４
）動きセンサー、（５）バーコード読取り機、（６）デュアル－トーンのマルチ周波数（
ＤＴＭＦ）受信機／デコーダー、（７）ワイヤレス装置（例えば、セルラー方式電話、ま
たはワイヤレスのパーソナル・デジタル・アシスタント（登録商標））、（８）デジタル
・ビデオおよび（または）デジタル・スチール写真カメラのようなカメラ、（９）マイク
ロフォンおよび（または）声認識モジュール、（１０）指紋読取り機、（１１）局部的な
顔パターンスキャナ／読取り機、（１２）瞳孔または網膜スキャナ、（１３）赤外線受信
機、および（または）（１４）使用者からの指令を受取り、その指令をプロセッサに伝達
することのできる他の何れかの装置のうちの１つ以上を含む。
【００７８】
　説明したように、幾つかの実施例では、入力および出力の両方を遂行するためにタッチ
感応式スクリーンが使用される。さまざまな実施例に使用するのに適した市販のタッチ式
スクリーンは、エロス・アキュータッチ・シリーズのタッチ式スクリーンのように、カリ
フォルニア州フレモントのエロ・タッチシステム・インコーポレーテッドによって製造さ
れている。このタッチ式スクリーンは、（ｉ）ぎらつき防止仕上げ層を被覆された第１（
例えば最外の）ハード面スクリーン層、（ｉｉ）透明な導電性皮膜で被覆された第２のス
クリーン層、（ｉｉｉ）均等導電性皮膜を被覆されたガラス基板を含む田あのスクリーン
層を含むことができる。さらに、このタッチ式スクリーンは、誤差の標準偏差が±０．０
８０インチ（２ｍｍ）未満のような決定位置制度の範囲内で入力を検出するように構成さ
れる。このタッチ式スクリーンの感応解像度は、１３インチのタッチ式スクリーンの場合
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に１０００００タッチ点／平方インチ（１５５００タッチ点／ｃｍ2 ）を超える。このタ
ッチ式スクリーンでは、タッチ式スクリーンを介してプロセッサ（本明細書に記載されて
いる）へ信号を発するために要求されるタッチ作動力は、典型的に２～４オンス（５７～
１１３ｇ）である。さらに、本発明の実施例と組合せて使用されるタッチ式スクリーンは
、水、湿気、化学薬品、静電エネルギなどの環境有害因子に耐える。タッチ式スクリーン
のこれらの、および他の作動仕様（例えば、駆動電流、信号電流、キャパシタンス、オー
プン回路抵抗、閉回路抵抗など）はこの分野でよく知られているので、本明細書でさらに
説明することは必要ない。
【００７９】
　自動販売機１００は、１つ以上の在庫品の保管および配給機構１７０をさらに含む。本
発明の実施例であるスナック機械販売機にしたがって構成された自動販売機の在庫製品の
補完および製品販売機能は、（ｉ）駆動モーター、（ｉｉ）金属棚、（ｉｉｉ）製品配送
システム（例えば、シュート、製品トレー、製品トレー・ドアーなど）、（ｉｖ）二重螺
旋（すなわち、デュアル・ヘリックス）の物品取出しロッド、（ｖ）変形可能（すなわち
、伸縮可能）な棚、および（または）（ｖｉ）冷凍ユニットの１つ以上を含む。
【００８０】
　幾つかの実施例では、自動販売機は、オートマチック・プロダクツ（トレードマーク）
社が製造するモデル１２９スナックショップ（登録商標）のケーシングに収容されること
ができる。その実施例では、３個の取外し可能な棚が使用されて、３０列の製品列および
１８５～５２２個の一般的に販売されるスナック製品の在庫能力を与える。
【００８１】
　在庫保管および配給機構１７０は、（ｉ）金属および（または）プラスチック製の棚、
（ｉｉ）物品取出しアクチュエータ／モーター、（ｉｉｉ）製品配送シュート、および（
または）（ｉｖ）冷凍ユニットの１つ以上を含むことができる。自動販売機の在庫保管お
よび配給機構に関するさらなる詳細はこの分野で知られているので、本明細書ではさらに
詳細に説明する必要はない。
【００８２】
　図２Ａを参照すれば、本発明の少なくとも１つの実施例によるシステム２００のプロッ
ク線図は、通信ネットワーク２１０を経て１つ以上の自動販売機１００と通信される制御
装置２０５を含む。制御装置２０５は、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮまたはイーサネ
ット（登録商標）、トーケン・リングのような配線式またはワイヤレス式の媒体を経て、
または何れかの適当な通信手段または通信手段の組合せを経て、直接または間接的に自動
販売機１００と通信される。
【００８３】
　自動販売機１００の各々は、制御装置２０５と通信するようになされた、インテル（登
録商標）・ペンティアム（登録商標）またはセントリノ（登録商標）を基本とするような
コンピュータを含む。さらに、幾つかの実施例で、制御装置２０５は、インテル（登録商
標）・ペンティアム（登録商標）プロセッサのようなコンピュータを１つ以上含み、それ
らは互いに遠隔に、または１つ以上の自動販売機１００に対して遠隔に配置されるか、配
置されない。したがって、幾つかの実施例では、制御装置２０５は１つ以上の自動販売機
１００と１つ以上のオペレータ・コンピュータ（図示せず）との間のデータの伝達を容易
なし、これにより人間のオペレータは自動販売機および（または）自動販売機の顧客と遠
隔にて相互作用できるようになる。さらに、幾つかの実施例では、システム２００は顧客
がデータを自動販売機１００および（または）制御装置２０５へ伝達し、また、それらか
らデータを受信できるようにする使用者装置（図示せず）を含む。
【００８４】
　何れの台数および形式の自動販売機１００も制御装置２０５と通信できる。自動販売機
１００と制御装置２０５との間の通信、および自動販売機１００（通信ネットワーク２２
０を経て通信する）の中での通信は、遠隔サーバーの制御装置２０５で保持されるウェブ
・サイトを経てインターネット上で、または一般的なオンライン・サービス・プロバイダ
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、ブレチン・ボード・システムなどを含むオンライン・データ・ネットワーク上で直接ま
たは間接的に行われる。さらに他の実施例では、自動販売機１００は互いに、および（ま
たは）制御装置２０５と、ＲＦ、ケーブルＴＶ、サテライト・リンクなどの上で通信され
る。
【００８５】
　通信ネットワーク２１０および（または）通信ネットワーク２２０を含むか、またはシ
ステム２００の一部とされる全てではないが幾つかの可能な通信ネットワークは、局地ネ
ットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、インターネット、電話回線、ケー
ブル回線、ラジオ・チャンネル、光通信回線、サテライト通信リンクを含む。システム２
００の一部とされる可能な通信プロトコルは、イーサネット（登録商標）（またはＩＥＥ
Ｅ８０２．３）、ＳＡＰ、ＡＴＰ、ブルーツース（トレードマーク）、およびＴＣＰ／Ｉ
Ｐを含む。通信は、プライバシーを保証するために、また、この分野でよく知られている
さまざまな何れかの方法で行われる詐欺行為を防止するために、暗号化することができる
。
【００８６】
　当業者は、互いに通信する装置は互いに絶えず通信し合う必要のないことを理解するで
あろう。逆に、そのような装置は、必要なときに互いに通信することを必要とするだけで
あり、また、実際のところ大半の時間はデータ交換を差し控える。例えば、インターネッ
トを経て互いに通信し合う装置は、一度に数週間に関するデータを互いに伝達し合う。
【００８７】
　一実施例では、制御装置２０５は必要および（または）好ましいとされない。例えば、
或る実施例は、単独の自動販売機１００、および（または）１つ以上の自動販売機１００
とのみ通信し合う自動販売機１００で実現される。そのような実施例では、制御装置２０
５で遂行されるように記載された機能や、制御装置２０５に保存されると記載されたデー
タは、１つ以上の自動販売機１００によって代わりに遂行され、保存される。
【００８８】
　図２の実施例では、自動販売機１００で遂行されるとして図１を参照して説明された機
能の幾つかは、制御装置２０５によって、または追加的に制御装置２０５によって遂行で
きることに留意しなければならない。同様に、図１を参照して自動販売機１００のメモリ
ーに保存されるように説明した何れのデータも、制御装置２０５のメモリーに代わりに、
または追加的に保存される。
【００８９】
　図２Ｂを参照すれば、本発明の少なくとも１つの実施例による他のシステム２５０のプ
ロック線図は、通信ネットワーク２１０を経て１つ以上の自動販売機１００と通信する制
御装置２０５を含む。システム２００（図２Ａ）とシステム２５０（図２Ｂ）との間の相
違は、システム２５０の少なくとも１つの自動販売機１００が、１つ以上の周辺装置２５
５（上述にて定義した）とも通信することである。周辺装置２５５は、さらに、周辺装置
の制御装置２６０と通信される（通信ネットワーク２７５を経て）。幾つかの実施例で、
周辺装置２５５もまた、または代わりに周辺装置２５５が、制御装置２０５と（通信ネッ
トワーク２９０を経て）、１つ以上の自動販売機１００と（通信ネットワーク２６５を経
て）、および（または）１つ以上の使用者装置（図示せず）と通信される。一実施例では
、周辺装置の制御装置２６０は１つ以上の自動販売機１００と（通信ネットワーク２８０
を経て）、制御装置２０５と（通信ネットワーク２８５を経て）、および（または）使用
者装置（図示せず）と通信される。
【００９０】
　制御装置２０５、自動販売機１００、周辺装置２５５および（または）周辺装置の制御
装置２６０の幾つかは、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮ、またイーサネット（登録商標
）、トーケン・リングのような有線またはワイヤレスの媒体を経て、または何れかの適当
な通信手段または通信手段の組合せを経て、互いに直接または間接的に通信される。例え
ば、制御装置２０５は自動販売機１００と（例えばＬＡＮを経て）直接に通信され、また
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、周辺装置２５５と（例えば、自動販売機１００を経て）間接的に通信される。他の実施
例では、制御装置２０５は１つの自動販売機１００とＬＡＮを経て、また他の自動販売機
１００とインターネットを経て通信される。
【００９１】
　制御装置２０５、自動販売機１００、周辺装置２５５および周辺装置の制御装置２６０
の何れかまたは全ては、インテル（登録商標）・ペンティアム（登録商標）またはセント
リノ（トレードマーク）・プロセッサを基本とするようなコンピュータを含む。さらに、
一実施例では、１つ以上の自動販売機１００と通信でき、また１つ以上の自動販売機１０
０に１つ以上の機能を遂行させることのできる１つ以上の自動販売機１００に組合う１つ
の外部または内部モジュールを各々の周辺装置２５５が含んでいる。
【００９２】
　何れの台数の自動販売機１００も制御装置２０５と通信できる。何れの台数および形式
の周辺装置２５５も、自動販売機１００、制御装置２６０、または制御装置２０５と通信
できる。
【００９３】
　何れの制御装置２０５、自動販売機１００、周辺装置２５５、および周辺装置の制御装
置２６０の間の通信、自動販売機１００の間の通信、および周辺装置２５５の間の通信は
、遠隔サーバーの制御装置２０５で保持されるウェブ・サイトを経てインターネット上で
、または一般的なオンライン・サービス・プロバイダ、ブレチン・ボード・システムなど
を含むオンライン・データ・ネットワーク上で直接または間接的に行われる。さらに他の
実施例では、制御装置２０５、自動販売機１００、周辺装置２５５、および周辺装置の制
御装置２６０の幾つかまたは全ては、互いに、ＲＦ、ケーブルＴＶ、サテライト・リンク
などで通信される。
【００９４】
　ネットワーク２１０，２２０，２６５，２７０，２８０，２８５および２９０の幾つか
または全てを含む、またはそうでなければシステム２５０の一部である全てではないが幾
つかの可能な通信ネットワークは、局地ネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（Ｗ
ＡＮ）、インターネット、電話回線、ケーブル回線、ラジオ・チャンネル、光通信回線、
サテライト通信リンクを含む。システム２５０の一部とされる可能な通信プロトコルは、
イーサネット（登録商標）（またはＩＥＥＥ８０２．３）、ＳＡＰ、ＡＴＰ、ブルーツー
ス（トレードマーク）、およびＴＣＰ／ＩＰを含む。通信は、プライバシーを保証するた
めに、また、この分野でよく知られているさまざまな何れかの方法で行われる詐欺行為を
防止するために、暗号化することができる。
【００９５】
　一実施では、制御装置２０５は必要および（または）好ましいとされない。例えば、或
る実施例は、単独の自動販売機１００、１つ以上の周辺装置２５５と通信する１つ以上の
自動販売機１００（図２Ｃに示すように）、周辺装置の制御装置２６０と通信する１つ以
上の自動販売機１００、周辺装置の制御装置２６０と通信する１つ以上の周辺装置２５５
、および（または）１つ以上の自動販売機１００とのみ通信し合う自動販売機１００で実
現される。そのような実施例では、特定の装置（例えば、自動販売機１００）または特定
の装置のメモリー（例えば、自動販売機１００のメモリー）に保存されると記載したデー
タによって遂行される何れの機能も、本明細書に記載された他の装置（例えば、周辺装置
２５５）によって代わりにまたは追加的に遂行され、保存される。
【００９６】
　同様に、周辺装置の制御装置２６０は本発明の幾つかの実施例では望まれず、および（
または）必要とされない。周辺装置の制御装置２６０を必要としな実施例では、周辺装置
の制御装置２６０で遂行されると記載した機能の幾つかまたは全ては、制御装置２０５、
１つ以上の自動販売機１００、１つ以上の周辺装置２５５、またはその組合せによって代
わりに遂行される。同様に、周辺装置の制御装置２６０を必要としない実施例では、本明
細書で周辺装置の制御装置２６０のメモリーに何れのデータも保存されると記載した実施
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例では、制御装置２０５のメモリー、１つ以上の自動販売機１００、１つ以上の周辺装置
２５５、またはそれらの組合せに代わりに保存される。
【００９７】
　何れかまたは全ての自動販売機１００は、それぞれ、周辺装置２５５を含むか、それと
通信される。周辺装置２５５は、１つ以上の自動販売機１００から情報を得る（例えば、
受取るか読取る）（および（または）情報を自動販売機１００に伝達する）装置とされる
。例えば、周辺装置２５５は、自動販売機１００で行われている取引開始、取引のために
投入された金額、および（または）取引の間に選ばれた物品のような取引に関する情報を
得るために作動できる。例えば、周辺装置２５５は自動販売機１００のプロセッサによっ
て遂行された活動を監視する。
【００９８】
　一実施例では、１つ以上のそのような周辺装置２５５が周辺装置の制御装置２６０と通
信される。これにより、周辺装置の制御装置２６０は複数の自動販売機１００にて行われ
た複数の取引に関する情報を受取るようにされる。周辺装置の制御装置２６０は、さらに
、制御装置２０５と通信される。理解しなければならない。周辺装置２５５により遂行さ
れると本明細書で着さした何れかの機能は、周辺装置の制御装置２６０によっても、また
は代わりに遂行される。同様に、本明細書で周辺装置２５５により保存またはアクセスさ
れときさした何れかのデータは周辺装置の制御装置２６０によっても、または代わりに保
存またはアクセスされる。
【００９９】
　周辺装置２５５を含む周辺装置の例は、ユーエスエー・テクノロジーズインコーポレー
テット社のｅポート（トレードマーク）である。このｅポートはクレジットおよびスマー
ト・カード受入れユニットであり、事務所およびＭＤＢ自動販売機に対するアクセスを制
御し、また、購買店用のクレジット・カード取引装置として機能する。このｅポートは、
カラー・グラフィックスの表示を可能にするＬＣＤと、使用者がデータを装置に入力でき
るようにするタッチ感応入力装置（タッチ式スクリーン）とを含む。このディスプレイは
、使用者が、例えばその取引状況の推進および情報に係わるよう促進することに使用でき
る。
【０１００】
　周辺装置２５５は、顧客からの入力を受取り、顧客から支払い金額を受取り、遠隔配置
されたサーバー（例えば、制御装置２０５および（または）周辺装置の制御装置２６０）
と情報を交換し、および（または）顧客にメッセージを表示するために作動できる。周辺
装置２５５は、適当な支払額が受取られたこと（例えば、別の装置で読取られたクレジッ
ト・カードにより）および（または）特定の品物が自動販売機により販売されねばならな
いことを自動販売機１００に指令するように作動できる。さらに、周辺装置２５５は、プ
ロセス段階を実行し、および（または）メッセージを出力する（例えば、品物情報）ため
に自動販売機に指令するよう作動できる。
【０１０１】
　周辺装置の制御装置２６０および（または）周辺装置２５５で遂行されると本明細書に
記載した機能は、一実施例では、制御装置２０５によって遂行される（制御装置２６０お
よび（または）周辺装置２５５で遂行される代わりに、またはそれに加えて）。このよう
な機能は、システム２００（図２Ａ）またはシステム２５０（図２Ｂ）で制御装置２０５
により遂行される。
【０１０２】
　一実施例では、周辺装置２５５は、本発明の実施例を従来の自動販売機の作動で実行さ
せるために有用である。例えば、従来の自動販売機のメモリーに既に保存されているプロ
グラムを修正または交換する必要性を回避または最小限に抑えるために、周辺装置２５５
を含む外部または内部モジュールが自動販売機に挿入または組合される。例えば、従来の
自動販売機は、本発明の１つ以上の実施例を実行するために、周辺装置２５５を取付けら
れる。
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【０１０３】
　周辺装置２５５は、（ｉ）通信ポート（例えば、自動販売機１００、周辺装置の制御装
置２６０、他の周辺装置２５５、および（または）制御装置２０５の１つ以上）、（ｉｉ
）ディスプレイ（例えば、促進に関連したグラフィックスおよび（または）テキストのた
めの）、（ｉｉｉ）他の出力装置（例えば、スピーカー、ライト、または顧客と通信する
動作装置）、（ｉｖ）恩恵付与手段（例えば、プリンタおよびペーパー排出手段）、およ
び（または）（ｖ）入力手段を含む。
【０１０４】
　一実施例では、周辺装置２５５は、自動販売機を或る機能を遂行させるようにする。例
えば、周辺装置２５５のメモリーに保存されたプログラムが、自動販売機１００のプロセ
ッサに或る機能を行わせる。例えば、周辺装置２５５のメモリーに保存されたプログラム
が、自動販売機のプロセッサに１つ以上の品物販売、現金取出し、現金取出し抑制、品物
の取出し抑制、および（または）他の装置との通信の１つ以上を行わせる。
【０１０５】
　一実施例では、自動販売機１００および自動販売機１００に組合された周辺装置２５５
が互いにまったく通信されないことに留意すること。しかしながら、幾つかの実施例では
、それぞれはコンピュータまたは他の装置と通信される。例えば、自動販売機１００は制
御装置２０５と通信され、組合された周辺装置２５５は周辺装置の制御装置２６０および
（または）制御装置２０５と通信される。例えば、自動販売機１００および周辺装置２５
５の両方が制御装置２０５と通信されると、それぞれは制御装置２０５を経て互いに関係
する情報を得ることができる。
【０１０６】
　システム２００（図２Ａ）またはシステム２５０（図２Ｂ）において、制御装置２０５
および（または）周辺装置の制御装置２６０は顧客または他の者により他のコンピュータ
を経て（例えば、インターネットまたは他のネットワーク上で）直接または間接的にアク
セスされることができることに留意しなければならない。したがって、他のコンピュータ
の顧客または他の者（例えば、自動販売機の所有者）は、ウェブ・ブラウザーを経て制御
装置２０５および（または）周辺装置の制御装置２６０と通信できる。他のコンピュータ
は、例えば、自動販売機または周辺装置による出力であるとして本明細書に記載されたメ
ッセージを制御装置２０５および（または）周辺装置の制御装置２６０から受取り、およ
び（または）自動販売機に与えられるとして本明細書に記載した入力を制御装置２０５ま
たは周辺装置の制御装置２６０に伝達する。同様に、自動販売機１００および（または）
周辺装置２５５の入力装置を経て受取られるとして本明細書に記載されたさまざまなデー
タは、ウェブ・ブラウザーを経て制御装置２０５および（または）周辺装置の制御装置２
６０で受取られ、これは自動販売機１００に通信される。したがって、自動販売機のオペ
レータは、能力（例えば、自動販売機データベースに遠隔アクセスし、診断する）の遠隔
ポーリングおよびレポートを受けることができ、命令および（または）指令を自動販売機
１００に伝達することができ、自動販売機１００の顧客と通信することができる（自動販
売機１００の入出力装置を経て）。
【０１０７】
　図２Ｃを参照すれば、本発明の少なくとも１つの実施例による他のシステム２９５のプ
ロック線図は、周辺装置２５５と通信する１つの自動販売機１００を含む。上述したよう
に、従来技術の自動販売機１００は周辺装置２５５を取付けられる。周辺装置２５５は、
制御装置２０５および（または）周辺装置の制御装置２６０を必要とせずに、さまざまな
実施例の方法の少なくとも幾つかを遂行し、および（または）さまざまな実施例の少なく
とも幾つかを自動販売機１００に遂行させるために、作動可能である。一実施例では、自
動販売機１００および（または）周辺装置２５５は、通信ポートを経て遠隔場所からアク
セスすることができる。
【０１０８】
　図３を参照すれば、例示の自動販売機１００の外観実施例３００の図面が示されている
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。実施例３００は、（ｉ）キャビネット３０５、（ｉｉ）顧客からの情報の受取り、およ
び（または）テキストおよび（または）グラフィックス情報の顧客への出力のための入出
力装置３１０、（ｉｉｉ）支払い処理機構３１５、（ｉｖ）在庫取出し機構３２０、およ
び（ｉｖ）品物表示窓３２５を含み、品物表示窓の後ろ側にその自動販売機から販売され
て入手できる品物応用その品物を自動販売機内で保持する品物保存機構を見ることができ
る。
【０１０９】
　キャビネット３０５は、例えば、（１）市販品質（例えば、１６番ゲージ）鋼（例えば
、例えば、外部パネルおよび内部棚用）、（２）ガラスまたはプレキシグラス（例えば、
品物表示窓３２５用）のような透明材料、（３）ゴム（例えば、防水絶縁材）、（４）プ
ラスチック、（５）アルミニュウム、および（または）（６）何れかの適当な材料で構成
される。
【０１１０】
　多くの市販された入手できる機会のキャビネットは、さまざまな実施例にしたがって作
動するように変更できる。例えば、スナック機械の実施例では、適当な機械ケーシングは
、ミネソタ州セントポールのオートマチック・プロダクツ・インターナショナル・インコ
ーポレーテッド（トレードマーク）社で製造される７２インチ／１８２９ｍｍ幅の１２９
スナックショップ（トレードマーク）を含んで構成され、３８－７／８インチ／９８８ｍ
ｍの幅および３５インチ／８８９ｍｍの深さを有する。他の適当なスナック機械ケーシン
グは、オートマチック・プロダクツ社から適されるア・ラ・カルト（トレードマーク）機
械、およびコネチカット州スタンフォードのクレーン・マーチャンダイジング・システム
／クレーン・コーポレーション（トレードマーク）社から提供されるジーピーエル・スナ
ックヴェンダー（トレードマーク）モデル＃１５９を含む。
【０１１１】
　飲料機械の実施例では、南カリフォルニア州ウィルソンのディキシー・ナルコ（トレー
ドマーク）・インコーポレーテッド社から市販されて入手できる機械キャビネットが使用
できる。飲料機械キャビネットは、「クーラー」または「前面ガラス」形式の前部パネル
を含み、透明な前部パネル（例えば、ガラス）が販売中の在庫を顧客に見えるようにした
ことを特徴としている。この代わりに、飲料機械ケーシングは、「バブル前面」形式の前
部パネルを含み、装飾した前部パネルを特徴とし、典型的に自動販売機の作動中に商業上
興味を引く製品製造元のロゴを宣伝するのに使用される。
【０１１２】
　クライン・コーポレーション（トレードマーク）社から入手できるようなスナックおよ
び飲料自動販売機の実施例を含む他の実施例も十分に考えられる。適当な機械ケーシング
／キャビネットに関するさらなる詳細はこの分野でよく知られており、さらに詳細に説明
する必要はない。
【０１１３】
　支払い処理機構３１５は、支払い処理機構１５０（図１）を参照して説明した構成要素
の幾つかまたは全てを含むことに留意しなければならない。同様に、在庫取出し機構３２
０は、在庫保管および配給機構１７０（図１）を参照して上述した品物を販売するのに適
当な構成要素の幾つかまたは全てを含む。
【０１１４】
プロセス
【０１１５】
　説明したように、さまざまな実施例は、とりわけ自動販売機の在庫に関する情報の通信
を容易に行えるようにする。一実施例では、品物情報は１人以上の顧客に伝達される。こ
の情報および（または）顧客の情報に対する反応に基づいて、顧客は自動販売機との取引
に進むか、進まない（例えば、１つ以上の品物の購入による）。さらに、一実施例では、
自動販売機は、１つ以上の在庫製品を顧客に購入させる前に、或る製品情報を顧客が知る
ことを必要とするように構成される。
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【０１１６】
　１つ以上の実施例による自動販売機に品物の情報を伝達するプロセスが、以下に説明さ
れる。
【０１１７】
　段階１００：品物情報を自動販売機の顧客に出力するか否か決定する。
【０１１８】
　一実施例では、プロセスは段階１００で始まり、システム（１つ以上の自動販売機１０
０、周辺装置２５５、周辺装置の制御装置２６０、制御装置２０５、オペレータおよび（
または）使用者装置）が品物情報を自動販売機の顧客に出力するか否か決定する。このシ
ステムは、１つ以上の条件が満たされるならば、品物情報を出力することを決定する。
【０１１９】
　一実施例では、品物情報を出力する条件は、顧客がその品物を自動販売機から購入しよ
うとする自身の意思（または、潜在的な意思）を示さなければならないことである。した
がって、一実施例では、動きセンサー（入力装置１６０）が顧客の存在を検出したならば
、システムは出力装置１５５により品物情報を出力するべきと決定する。さらに、一実施
例では、このシステムは、顧客が入力装置１６０（例えばキーボード）で１つ以上の品物
を選んだならば、出力装置１５５で品物情報を出力するべきと決定する。さらに、一実施
例では、このシステムは、例えば、紙幣および（または）硬貨を投入し、または磁気スト
ライプ・カードを機械に通すなどで顧客が支払い処理機構１５０に現金を投与したならば
、出力装置１５５で品物情報を出力するべきと決定する。
【０１２０】
　他の実施例では、顧客は自動販売機１００、周辺装置２５５、および（または）使用者
装置の入力装置（例えば、タッチ式スクリーン）にアカウント識別子を入力することで、
品物を購入しようとする自身の実際的または潜在的な意思を示すことができる。幾つかの
アカウント識別子の実施例では、アカウント識別子は金融アカウント（例えば、クレジッ
ト・カード・アカウント、デビット・カード・アカウント、ペイパル（トレードマーク）
・アカウントなど）と同じである。さらに、幾つかのアカウント識別子の実施例によれば
、顧客はプリペイド式「資金」アカウントのような自動販売機アカウントを開設すること
によって登録または発行されたコードを入力することができ、このコードで顧客は或る期
間にわたり幾つかの品物ユニットを受取ることができる。幾つかの実施例では、アカウン
ト識別子は、独特な方法で顧客を識別する（すなわち、顧客は一人一人が独特のアカウン
ト識別子を与えられる）。自動販売機の資金アカウントは、２００３年１２月９日付け出
願の「自動販売機顧客との複数取引関係を設立する装置、システムおよび方法」と題する
米国原特許出願第６０／５２７９８８号、２００１年１０月９日付けで付与された「自動
販売機資金アカウントを開設および管理する方法および装置」と題する米国特許第６２９
８９７２号、２０００年７月１１日に付与された「自動販売機資金アカウントを開設およ
び管理する方法および装置」と題する米国特許第６０８５８８８号、および１９９９年１
１月２３日に付与された「自動販売機資金アカウントを開設および管理する方法および装
置」と題する米国特許第５９８８３４６号に記載されており、その全ては本明細書に援用
される。
【０１２１】
　さらに、一実施例では、品物情報を出力する条件は、１人以上の顧客が自動販売機１０
０（すなわち、入力装置１６０により）、周辺装置２５５、および（または）使用者装置
（セルラー式電話により）を経て品物情報を要求したことである。したがって、一実施例
では、顧客は自動販売機に近寄り、品物表示窓３２５を通して品物を見た後に興味を持ち
、その品物についてさらに知りたいと望むことになる。顧客はキーボード（入力装置１６
０）の在庫品目（例えば、品物在庫データベース１２０の低い位置にある識別具）に対応
するキーを押下げると、これに応答して自動販売機１００は相当する品物情報を出力する
。または、顧客は自動販売機１００に表記された電話番号を自身のセルラー式電話で呼び
出し、制御装置２０５に接続される。制御装置２０５は相互作用する音声応答（ＩＶＲ）
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ソフトウェアを作動させて、顧客にメニュー選択を促す。メニュー・プロンブトに応答し
て、顧客は自身のセルラー式電話のキーを押してセルラー式電話のＤＴＭＦトーンを制御
装置２０５へ発信させ、これによって品物情報の顧客要求を指示する。例えば、顧客は自
動販売機の特定の品物の棚位置に対応する列位置同定の指示をする。これに応答して、制
御装置２０５は品物情報を検索し、それを顧客へ出力する。例えば、スニッカーズ（登録
商標）・ブランドのキャンディー・バーに興味を持った顧客は、１－８００－ＶＥＮＤＭ
ＯＲを呼び出し、スニッカーズ（例えば、「Ａ１」）に対応する列位置を同定して指示し
、スニッカーズ・バーに関する原料成分や他の栄養上の情報（例えば、カロリー成分など
）を受取る。
【０１２２】
　さらに、一実施例では、出力の条件が販売データ（例えば、１つ以上の品物の販売デー
タ、１つ以上の品物の要求、１つ以上の品物の収益、販売の期待値）を基礎とする。例え
ば、品物情報は、例えば販売関係情報の有無を要求するが、保存されている品物の販売ル
ールが満たされているならば出力される。例えば、一実施例では、１つ以上の品物が予想
または期待されたよりも遅い販売速度であれば、システムは、販売を鼓舞するための努力
としてある品物情報を出力することを決定する（例えば、保存されている品物の販売ルー
ルにしたがって）（すなわち、脂肪の少ない品目を促す）。反対に、幾つかの実施例にお
いて、１つ以上の品物が予想または期待されたよりも遅い販売速度であれば、システムは
、その販売不良に関する情報のような或る品物情報の出力を止めるように決定する。
【０１２３】
　さらに、幾つかの実施例では、システムは定期的または実質的に連続して、或る品物情
報の出力が販売（および（または）利益）に及ぼす効果を調べる。ある品物情報（例えば
、在庫製品の脂肪成分）の出力が販売および（または）収益の下落に相関関係（予め定め
た程度）を有するならば、それほど重点を置かないか（例えば、より小さい字でリストの
低い位置に出力する）、顧客に完全に隠す。他方、或る品物情報（例えば、ビタミン成分
）の出力が販売および（または）収益の上昇に相関関係（予め定めた程度）を有するなら
ば、強調する（例えば、タッチ式スクリーンに特定カラーで明るく常に出力する）。した
がって、幾つかの実施例では、自動販売機は、販売増進の努力として適当量の品物情報を
顧客に対して出力するように決定することで、局部的な環境にダイナミックに「適用」さ
れる。
【０１２４】
　他の実施例では、品物情報の出力条件は１つ以上の品物の期待値とする。したがって、
一実施例では、顧客が段階１００で第１の品物を既に選ぶならば、システムは、１つ以上
の他の品物の潜在的な販売力に関する期待値が予め択ばれた品物の販売力に関する期待値
よりも高い場合、システムは１つ以上の品物に関係する品物情報を出力するように決定す
る。例えば、一実施例では、第２の品物のマージンが第１の予め択ばれた品物のマージン
よりも大きいならば、自動販売機は第２の品物に関する情報を出力する。例えば、顧客が
事前に１．００ドルのコーク（登録商標）を選ぶ（段階１００にて）ならば、自動販売機
は、顧客が１．００ドルのダイエット・コーク（登録商標）を購入するような誘いを出力
する（以下に示す段階２００にて）。何故なら、ダイエット・コークは潜在的に大きなマ
ージンを示しているからである（例えば、小売価格から原価を差し引いた額は、コークの
小売価格と原価との差額よりも大きいからである）。さらに、第２（予め要求されたもの
ではない）の品物に関する品物情報を出力する条件は、その第２の品物が第１（予め選ば
れた）の品物および（または）他の品物を上回る何か栄養面またはダイエット面での利点
を有することにできる。したがって、顧客が予めコークを選ぶならば（段階１００で）、
自動販売機は、より大きなマージンを示すという理由、およびカロリーが低いという理由
で、ダイエット・コークを購入させる誘いを出力する（以下に示す段階２００で）。した
がって、本発明の幾つかの実施例は、そのような品目に対応する栄養的なデータを出力す
ることで、より収益の上がる品目を購入するように顧客を説得するために使用される。
【０１２５】
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　さらに、他の実施例では、自動販売機１００および（または）周辺装置２５５は、制御
装置２０５から出力の指令を受取ることで、品物情報を出力するように決定できる。した
がって、一実施例では、オペレータは、品物情報を出力させる指令を制御装置２０５を介
して自動販売機１００および（または）周辺装置２５５に送る。例えば、オペレータは、
ハソコンのキーボードで品物情報をタイプし、このパソコンがその品物情報を制御装置２
０５へ伝達し、最終的に自動販売機１００へ伝達する。オペレータは、使用者装置、自動
販売機１００および（または）制御装置２０５を経て品物情報を最初に要求したであろう
１人以上の顧客からの要求に応じてそのような品物情報を送る。
【０１２６】
　段階２００：自動販売機顧客へ品物情報を出力する
【０１２７】
　段階２００において、品物情報が自動販売機顧客へ出力される。一実施例では、品物情
報は、（１）自動販売機１００の出力装置１５５、（２）周辺装置２５５の出力装置、お
よび（または）（３）使用者装置（例えば、セルラー式電話、ＰＤＡ、パソコン）の出力
装置、を経て顧客へ出力される。
【０１２８】
　説明したように、一実施例では、出力する品物情報は、段階２００において自動販売機
１００および（または）周辺装置２５５によって制御装置２０５のような遠隔コンピュー
タから検索および（または）受取ることができる。これに代えて、またはこれに加えて、
一実施例では、出力される品物情報はシステムによって品物在庫データベース１２０（図
１、図４）から検索することができる。
【０１２９】
　図４に示されるように、品物在庫データベース１２０は、顧客に有用な、および（また
は）法律、規格または契約により要求される品物情報を保存する。段階２００より前に、
例えば充填時期の終わりの再補充作業時に、オペレータ（例えば、ルート・ドライバー）
は、品物在庫データベース１２０に保存するデータを入力する。オペレータは、手でデー
タを入力装置１６０（例えばキーボード）に入力するか、または、手持ち式装置（例えば
、ＵＳＢ「キー・フォブ」携帯式メモリー装置）または他の携行コンピュータ利用装置（
例えば、ＰＤＡ、パソコン、セルラー式電話）でデータを入力装置１６０および（または
）通信ポート１６５にアップロードする。
【０１３０】
　これに代えて、またはこれに加えて、品物情報は、制御装置２０５から自動販売機１０
０の品物在庫データベース１２０へダウンロードされる。例えば、一実施例では、オペレ
ータは、１つ以上の品物に関する例えばユニバーサル・プロダクト・コード（ＵＰＣ）ま
たはストック・キーピング・ユニット（ＳＫＵ）識別子のようなバーコード化した情報を
スキャナーで自動販売機１００の内部でアクセスできる光入力装置に取り込む。さらに、
自動販売機１００は、そのバーコード情報に対応する品物情報を遠隔コンピュータ（例え
ば、制御装置２０５）および（または）それに関連するデータベース（例えば、制御装置
２０５が保有またはホストとなるデータベース）に照会する。確認された品物情報は、そ
の後、品物在庫データベース１２０へダウンロードされ、これにより段階２００において
自動販売機１００のプロセッサ１０５で容易にアクセスされ、顧客へ出力される。
【０１３１】
　さらに他の実施例では、補充処理時に、オペレータは品物をカメラ（例えば、自動販売
機の内部に取付けられる）まで持上げて保持し、これにより米国食品および薬品の行政部
門ＦＤＡ（ユー・エス・フード＆ドラッグ・アドミニストレーション）によって要求され
ている「栄養面の真実」ラベルの写真が撮られる。この写真は、品物在庫データベース１
２０に保存され、これにより段階２００にてタッチ式スクリーン上で顧客に出力できる。
さらに他の実施例では、オペレータは、装置から自動販売機１００へ、「栄養面の真実」
ラベルを表すグラフィック・ファイル（例えば、ＪＰＧファイル）をアップロードするこ
とができる。
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【０１３２】
　さまざまな実施例において、（自動販売機１００、周辺装置２５５、制御装置２０５お
よび（または）使用者装置の出力装置を経て）出力される品物情報は、１つ以上の方法ま
たはフォーマットで与えられる。したがって、一実施例では、テキストの情報が出力され
る。例えば、品物在庫データベース１２０の品物情報フィールドに保存された情報は、自
動販売機のＬＣＤスクリーン（例えば、タッチ式スクリーン）または顧客のセルラー式電
話を経て出力される。さらに、一実施例では、品物に関係するグラフィック・アイコンが
そのような出力装置を経て出力される。さらにまた、一実施例では、音声内容が自動販売
機１００、周辺装置２５５および（または）使用者装置（例えば顧客のセルラー式電話）
のスピーカーを通して出力される。さらに、一実施例では、自動販売機は、品物情報を紙
片にプリントし、その紙片を顧客へ配布する。この代わりに、自動販売機は、表面に品物
情報を含んでいる事前にプリントされた紙を基材とする材料を出力する（例えば、出力装
置または在庫販売機構１７０を経て配布する）。さらに、幾つかの実施例では、品物情報
は静的信号および１つ以上の電子式出力装置の組合せを経て伝達される。例えば、静的（
例えば、ペイントされた）信号は「赤色点滅ライトで示された低脂肪品目」を読取り、ま
た、１つ以上の（低脂肪）品目の近くに位置された赤色ＬＥＤは点滅される。
【０１３３】
　幾つかの実施例では、品物情報は、特定の方法で分類され、または配列される。例えば
、一実施例では、品物のアイコンまたはテキストによる表現は、限定するわけではないが
カロリー成分、脂肪成分、砂糖成分、ウェイト・ワッチャーズ（登録商標）・ポイント値
などを含む１つ以上の情報属性にしたがって分類された方法で、ＬＣＤスクリーンに与え
られる。したがって、顧客は、段階１００において、例えば最低のカロリー、脂肪または
砂糖成分を有する品物から最高のカロリー、脂肪または砂糖成分を有する品物の順番に並
んだ品目を見ることを要求する（例えば、ボタンを押して）。さらに、幾つかの実施例で
は、分類リストの部分集合だけが顧客に出力される（例えば、最低カロリーの１０品目だ
けが与えられる）。
【０１３４】
　他の実施例では、或る品物の近くに取付けられたライト（例えば、ＬＥＤ）が或る品物
情報の属性を示すために照明される。したがって、一実施例では、顧客はタッチ式スクリ
ーンにメニュー・オプションを与えられる。顧客が選ぶと（段階１００で）、メニュー・
オプションは自動販売機に指令を出して或る属性を有する品物に対応するライトを照明さ
せる。例えば、１つのメニュー・オプションは、「アトキンス（登録商標）承認の品物の
全てを見る」機能を顧客に与える。タッチ式スクリーンからメニュー・オプションを選ぶ
ことで、各々のアトキンス（登録商標）承認の品物と関係するＬＥＤが点滅され、これに
より顧客はどの品目がアトキンスにより承認されているかを見ることができる。他のメニ
ュー・オプションは、顧客が１つ以上の品物情報の属性（適切な状況、無脂肪の品物など
）にしたがって品物を見られるようにする。さらに、幾つかの実施例では、顧客は複数の
メニュー・オプションを選び、要求された属性の全てを有するそれらの品物だけが照明ラ
イトで照明される（例えば、顧客がアトキンスとコッシャーの両方を選んだ場合、食餌療
法プログラムの両方を満たす品物だけが修飾ライトで示される）。留意するべきことは、
他の実施例では、顧客はそのようなメニュー・オプションを本明細書で考えられる何れか
の入力装置（例えば、キーパッド、マイクロフォンなど）から選ぶことができ、また、関
連する属性を有する品物は本明細書で考えられる何れかの出力装置（ＬＥＤスクリーン、
ＣＲＴモニターなど）により伝達できることである。したがって、幾つかの実施例では、
顧客はセルラー式電話により、或る情報属性を有するまたは有さない自動販売機の全ての
品物のリスト（制御装置２０５で出力される）を聞き取ることを要求する。
【０１３５】
　幾つかの実施例では、段階２００での品物情報の出力は、顧客が予め選んだか、段階１
００で興味を示した１つ以上の品目に関係付けられる。例えば、図４Ａおよび図４Ｂの品
物在庫データベース１２０の例示データに続いて、顧客が予め段階１００でミルキー・ウ
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ェイ（登録商標）・キャンディー・バー選択した場合（例えば、自動販売機１００のキー
ボードまたは使用者装置にＡ２を入力することで）、このシステムは自動販売機１００ま
たは使用者装置のＬＣＤスクリーンのような出力装置を経て次のテキストを、すなわち、
「カロリー＝２２０、脂肪＝５グラム、炭水化物＝９グラム」を出力できる（段階２００
で）。さらに、一実施例では、自動販売機は、段階１００で予め選ばれた品物に関する健
康上の警告を出力する。例えば、このシステムは、図４Ａの品物在庫データベース１２０
の第３の記録における品物情報に続いて、予め段階１００で「マールボロ・マイルド」シ
ガレットを選んだ顧客に対して出力装置により「外科医の一般的な警告：喫煙は癌を発症
させる」というメッセージを与えるべきことを決定する。
【０１３６】
　この代わりに、またはこれに加えて、段階２００で出力された品物情報の幾つかまたは
全ては、顧客が段階１００で予め選ばず、または興味を示さなかった１つ以上の品目を記
載する。例えば、このシステムは、１つ以上の代替品の間で顧客が比較を行えるようにす
るデータを出力する。したがって、段階１００で顧客が予め選んだ品物を表現するアイコ
ンおよび（または）テキストが、顧客の選ばなかった１つ以上の品物を表現する１つ以上
のアイコンおよび（または）テキストのそばに並べて段階２００でＬＣＤパネルに表示さ
れる。このシステムは、何れの品物が段階１００で顧客の予め選んだ品物に対して個々に
または集団で比較できるのかを決定することで、１つ以上の（選ばれなかった）品物の品
物情報を決定する。例えば、一実施例では、顧客は段階１００でキャンディー・バーを選
び、また、自動販売機は段階２００でカロリーの面でキャンディー・バーに対等な１つ以
上の代替品目を示す（例えば、「ミルキー・ウェイ・バーのカロリーで、あなたはブラン
ドＸの２個のグラノーラ・バーを食べられます」と読まれるテキストが出力される）。
【０１３７】
　留意されるべきことは、幾つかの実施例では、比較のためにシステムが選んだ品物は（
例えば、これらの品物は予め顧客が選んでいない）、自動販売機の在庫保管装置１７０に
保存され、および（または）品物在庫データベース１２０に「在庫あり」と示され、これ
によりシステムは比較できる品物の販売を促す（すなわち代替品を促す）。したがって、
自動販売機は段階２００において、顧客が段階１００で予め要求した品物の代替として、
幾つかの在庫の品物を促す。さらに、段階１００について上述したように、幾つかの実施
例では、期待値の考慮および（または）品物情報の属性に基づいて、段階２００において
比較のために在庫の品物が選ばれ、薦める代替品の基本として使用される。したがって、
一実施例では、顧客が予め段階１００で第１の品物を選ぶならば、システムは、１つ以上
の他の在庫の品物の潜在的な販売力に関する期待値が予め選ばれた品物の販売に関する期
待値よりも大きいならば、段階２００において他の在庫の品物に関する品物情報を出力す
る。例えば、一実施例では、第２の在庫の品物のマージンが第１の予め択ばれた品物のマ
ージンよりも大きいならば、自動販売機は第２の品物に関する情報を出力する。さらに、
第２（予め要求されたものではない）の品物に関する品物情報を出力する条件は、その第
２の品物が第１（予め選ばれた）の品物および（または）他の品物を上回る何か栄養面ま
たはダイエット面での利点を有するのである。したがって、本発明の幾つかの実施例は、
そのような品目に対応する栄養的なデータを出力することで、より収益の上がる品目を購
入するように顧客を説得するために使用される。
【０１３８】
　幾つかの代替実施例では、システムは、自動販売機の在庫にない比較できる品物に関す
る品物情報を出力する。したがって、顧客が購入しようとキャンディー・バーを選ぶ場合
、システムは、比較のために果物や飲み物のような在庫されていない品物に関する品物情
報を出力する。例えば、「そのキャンディー・バーのカロリーで、あなたは４個のりんご
を食べられます」と読まれるテキストが出力される。したがって、このシステムは、健康
および栄養に関する一般的な自覚を促す一方、予め要求した品目に対する顧客の不必要な
失望感を与えない。実際に、幾つかの実施例では、予め要求された品物が販売された後に
そのような学問的情報が段階４００（以下）で出力される（例えば、そのような情報は、



(25) JP 2008-506208 A 2008.2.28

10

20

30

40

50

予め要求された品物が最終的に販売された後、タッチ式スクリーン上に、または紙にプリ
ントされて出力される）。
【０１３９】
　さらに他の実施例では、自動販売機１００は段階２００において、予め選ばれた品物に
対応する、または対応しない無作為な言葉（例えば、「品物Ｘは材料Ｙを含んでいるか、
あなたは知っていますか？」）を出力する。
【０１４０】
　段階３００：顧客が１つ以上の品物を購入することを意図しているか決定する
【０１４１】
　段階３００において、システムは、顧客が１つ以上の品物を購入することを意図してい
るか決定する。
【０１４２】
　したがって、一実施例では、段階１００での顧客の予め行った品物の選択に応答して、
品物情報（例えば、健康関連の警告画面、材料成分）が段階２００で顧客へ出力される場
合、システムは段階３００において、顧客がその品物情報を受取って考慮した後に予め要
求した品物の購入に意思を固めたか否かを決定する。一実施例では、顧客は、限定するわ
けではないが（１）自動販売機１００または使用者装置（例えば、セルラー式電話）のキ
ーパッドのボタンを押すこと、および（または）（２）自動販売機１００および（または
）使用者装置のマイクロフォンに話しかける（例えば、顧客は米国の外科医による一般的
な警告を示された後、または食物品目のカロリー成分を示された後に、「同意する」また
は「イエス」と言う）ことを含む１つ以上の方法で承諾することを明確に表す。さらにま
た、一実施例では、顧客は或る順序でキーボードのボタンまたはタッチ式スクリーンのア
イコンのボタンを押し、試験問題（例えば、段階２００で既に出力されている品物情報に
関する質問）などにより、品物情報に対する自身の認識および同意を確認することを要求
される。
【０１４３】
　さらに、一実施例では、顧客は制御装置２０５からコードを受取り（例えば、セルラー
式電話のような使用者装置により）、そのコードを自動販売機１００の入力装置１６０に
入力することで、自身の同意を示す。したがって、少なくとも１つの実施例では、顧客は
制御装置２０５を呼び出し（段階１００で）、顧客が自動販売機から品物を購入できるよ
うにする「アクセス・コード」を受取る前に、品物情報を聞く（段階２００で）。
【０１４４】
　この代わりに、またはこれに加えて、顧客は予め定められた時間的閾値内で同意を活動
的には与えない（例えば、顧客が無言でいることが同意を表す）ことで、自身の同意を示
す。例えば、顧客が自動販売機１００または使用者装置のボタンを３０秒以内に押さない
ならば、顧客はたとえ関係する品物情報を与えられた後でも、品物を購入することを意図
しているとみなされる。
【０１４５】
　さらに、一実施例では、顧客は段階３００で、予め選ばれたものでない品物を選べる。
したがって、一実施例では、顧客は段階３００において、段階２００で顧客に与えられた
代替品の薦めを受入れる。例えば、顧客は段階２００で、段階１００で予め顧客が選ばな
かった１つ以上の代替品の品物情報を受取る。その品物情報を見た後、段階１００で予め
選んだのではない１つ以上の品物を購入するという顧客の意思を段階３００で示す。
【０１４６】
　さらに他の、一実施例では、システムは段階３００で、顧客が１つ以上の品物の購入を
望まないことを決定する。例えば、顧客は段階１００で予め選んだ品物、または段階２０
０で与えられた１つ以上の代替品の何れの購入も望まないということをシステムに明確に
示す（例えば、入力装置１６０で）。これに代えて、システムは段階３００において、顧
客が時間的な閾値内に如何なる応答も与えないならば、顧客が１つ以上の品物の購入を望
まないことを決定する。顧客が１つ以上の品物の購入を望まないならば、処理は終わる。
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【０１４７】
　段階４００：顧客が１つ以上の品物の購入を意図するならば、取引が進展される。
【０１４８】
　段階３００で、顧客が１つ以上の品物の購入を意図するならば、システムは段階４００
で取引を処理するように進展される。
【０１４９】
　一実施例では、取引を処理する段階は、（１）段階１００で顧客が予め選んだ品物、お
よび（または）（２）段階２００で代替品に誘うなかで顧客に与えられた品物、の１つ以
上の販売を含む。一般に、システムは、関連する品物と同じ在庫販売機構１７０を作動さ
せて顧客に品物を配給する。自動販売機この品物を配給する装置および方法はこの分野で
よく知られており、本明細書でさらに詳細に説明する必要はない。
【０１５０】
　さらに、一実施例では、取引を処理する段階は、支払い処理を含む。したがって、幾つ
かの実施例では、このシステムは、本明細書で記載するように、現金またはクレジット・
ベースの支払い（例えば、支払い処理機構１５０を経て）を進め、またはプリペイド・ユ
ニット（「資金」）・アカウントを請求する。自動販売機の支払い処理はこの分野でよく
知られており、本明細書でさらに詳細に説明する必要はない。
【０１５１】
　さらに、一実施例では、システムは段階４００で、取引データベース１２５（図１）の
品物情報（段階２００で出力される）の顧客の同意および（または）承認を記録する。そ
のような１つの実施例では、システムは、マイクロフォンを通して顧客からの音声入力を
受信する（例えば、顧客は「同意する」と述べる）。また、段階４００でその音声を記録
する。さらに、自動販売機１００に取付けられたカメラで撮った顧客の写真を記録する。
さらにまた、このシステムは段階３００で、自動販売機１００で受取った顧客からのコー
ド（またはその指示）を記録する（すなわち、顧客が制御装置２０５を呼び出し、品物情
報を聞き、品物情報を同意した後「アクセス・コード」を受取る実施例における）。この
ような記録は、取引識別子（例えば、プロセッサ１０５が発信する）および（または）支
払い識別子（例えば、プリペイド・ユニット・アカウント識別子、クレジット・カード番
号など）に関連付けて保存される。したがって、いずれのそのような記録もその後オペレ
ータ、行政調査官または顧客によって検索され、取引完了の前に顧客に関係する品物情報
が与えられたことが証明できるようになされる。
【０１５２】
例
　以下は本発明のさまざまな実施例の例である。これらの例は、本発明の開示の範囲をい
かようにも制限することはない。これらの例は、開示した実施例の範囲を示すために与え
られている。
【０１５３】
１．ボブはソーダ自動販売機に近づき、中に保存されているさまざまな在庫スナックを機
械の品物表示窓を通して見る。関連のダイエットから外れることを考えて、彼は「栄養面
の情報を見よ」を読む自動販売機のタッチ式スクリーンのボタンを押す。ボタンを押した
後、ボブは品物に対応する列位置の識別子を入力するように自動販売機に促される。ボブ
がコークの栄養成分を詮索している間、関連はタッチ式スクリーンのボタンを使用して「
Ｃ１」を選んで入力した。これに応答して、自動販売機は「コーク」に対応するＦＤＡラ
ベルを出力する（タッチ式スクリーン上に）。その品物が彼のダイエットに満足できるこ
とが決まると、ボブはその品目を購入する方向に進んだ。
【０１５４】
２．スーはスナック自動販売機に近づき、中に保存されているさまざまな在庫スナックを
機械の品物表示窓を通して見る。彼女のウェイト・ウォッチャーズ・ダイエットから外れ
ることを考えて、彼女は「ウェイト・ウォッチャーズ・ポイントを見よ」を読む自動販売
機のタッチ式スクリーンのボタンを押す。ボタンを押した後、スーはウェイト・ウォッチ
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ャーズ・ポイント値（最小から最高）で分類された在庫の品物の全てのリストを示された
（タッチ式スクリーン上に）。スーは最も低いポイント値の品物を選んだ。
【０１５５】
３．ジャックはシガレット自動販売機に近づきソーダ、ニューポート・シガレットのパッ
クを購入しようとする。機械の表記は、「何を吸う？公認コードを得るためには１－８０
０５５５－１２１２を呼び出しなさい。」と読める。ジャックは自分のセルラー式電話で
その電話番号を呼び出すと、コンピュータ運転ＩＶＲソフトウェアが事前に記録されてい
るメッセージをジャックの無セルラー式電話に出力し、そのメッセージは「警告：シガレ
ットは肺がんの原因となります。それでもシガレットを購入したければ、１を押してくだ
さい。」と記載してある。ジャックは自分のセルラー式電話のキーパッド１を押すと、コ
ンピュータは公認コードを出力し、そのコードをジャックは自動販売機のタッチ式スクリ
ーンに入力した。インターネットを経て、その自動販売機は公認コードが有効であること
をコンピュータで確認し、ジャックの取引を処理するように進む。このコンピュータは自
動番号認識（ＡＮＩ）技術を使用してジャックの電話番号を同定し、また、彼の電話番号
と関連付けて彼の同意の指示を取引データベースの新しい記録体に記録する。
【０１５６】
４．ジョーンはスナック自動販売機に近づき、スニッカーズ・バーを購入するように処理
を進める。ネイチャー・バレー（登録商標）グラノラ・バーはスニッカーズ・バーよりも
高い収益マージンがあり、また、スニッカーズ・バーよりもカロリーが低く脂肪のグラム
数も小さいので、自動販売機はタッチ式スクリーン上で代替品を誘うように「スニッカー
ズよりもカロリーと脂肪のグラム数の少ないので、それに代えてネイチャー・バレー・グ
ラノラ・バーを試してみてはいかがですか？」と出力する。説得されたジョーンはタッチ
式スクリーンの「ネイチャー・バレー・グラノラ・バーを購入する」と読めるボタンを押
すと、自動販売機はネイチャー・バレー・グラノラ・バーの販売取引を処理するように進
展する。
【０１５７】
５．高校生のジョンは学校のロビーの自動販売機に近づく。彼は１．００ドルを自動販売
機に投入し、Ｍ＆Ｍ′ｓキャンディーのバッグを選ぶように処理を進める。自動販売機は
Ｍ＆Ｍ′ｓを配給し、また、「りんごは脂肪がなくて繊維が多量であることを知っていま
したか？」と読めるメッセージを出力する。ジョンはＭ＆Ｍ′ｓを受取り、この処理にお
いて栄養面の事実を学んだ。
【０１５８】
付随する実施例
・　システムが栄養面の情報を出力する幾つかの実施例では、システムが、品物のそれぞ
れの単品がメートル法で何単位であるかを決め、その数を製品の単品数にかけることによ
り、パッケージ内の脂肪、カロリー、炭水化物などの全成分を決める。この情報は品物の
ＦＤＡラベルから得られ、および（または）品物の在庫データベースに保存される。した
がって、幾つかの実施例では、システムは、顧客に品物の全パッケージの全体情報（例え
ば、単品あたりのカロリー数の代わりにチップのバッグ内の全カロリー数）を提供できる
。この実施例は、栄養面の情報を明確にし、および（または）誤りを小さくするように作
用する。
【０１５９】
・　システムが情報項目のリスト（例えば、在庫品物および対応するカロリー表のリスト
）を出力する幾つかの実施例では、リストの部分集合のみが一回の時点でスクリーンに示
される。したがって、幾つかの実施例では、顧客は付随するリスト項目を通してスクロー
ルするように指示しなければならない。さらに、幾つかの実施例では、品物の製造元はそ
のような品物のリストにおいて自動販売機のオペレータに一層好ましい（高い）位置を与
える。
【０１６０】
・　幾つかの実施例では、システムはグラフで栄養面の情報を出力する。例えば、カロリ
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ー成分はＸ軸に沿ってグラフ化され、炭水化物成分はＹ軸に沿って示される（この逆もで
きる）。したがって、そのようなグラフは特定の品物がカロリーで高ければ炭水化物では
低いこと示す。さらに、幾つかの実施例では、複数の項目が１つのグラフにプロットされ
、したがって顧客は幾つかの品物の栄養面の属性を比較できる。
【０１６１】
・　幾つかの実施例では、顧客は望ましい（または望ましくない）原料または栄養成分（
例えば、望ましい最大カロリー数、アレルギー敏感性）を入力し、また、自動販売機はそ
れに応答して顧客が購入するために１つ以上を選べる適当な品物リストを出力する。
【０１６２】
・　プリペイド・ユニット（「資金」）・アカウント（本明細書で参照するような）を特
徴とする実施例では、そのようなアカウントは顧客が在庫ユニットに加えてデビット関係
ユニットをバランスできるようにする。例えば、顧客はプリペイド・ユニット・アカウン
ト（例えば、出願人のスナックパス（トレードマーク）のような）を購入し、これは顧客
が幾つかの品物ユニットを或る期間にわたって買戻せるようにする。幾つかの実施例では
、プリペイド・ユニット・アカウントは、限定するわけではないがカロリー、脂肪および
ウェイト・ウォッチャーズ・ポイントを含むダイエット関係ユニットの「バジェット」と
相互に関係する。したがって、幾つかの実施例では、顧客は取引の間、在庫の残るプリペ
イド・ユニットのバランス、および残るダイエット関係ユニのバランスを示される。この
実施例は、顧客が品物の幾つかのユニットの事前の支払いを可能にし、また、或る食事の
ゴールまたはガイドラインにとどまる助言を自動販売機から得られるようにする。例えば
、顧客は、自動販売機からスナックの値引きを受けられるようにする「ダイエットパス」
（例えば、５ドルで１１ユニット）を購入できるが、顧客は１週間で合計１０００カロリ
ーを超えないような品目を選べるようにガイドする。したがって、顧客が品物のプリペイ
ド・ユニットの回収取引の間、顧客の任意選択はカロリー予定値内にとどまるように制限
される（例えば、顧客のカロリー予定値内の品目の隣のライトが点滅する）。
【０１６３】
○　さらに、幾つかの実施例では、顧客はプリペイド・ユニット・アカウントを設定する
間、品物情報の選択を登録し、これにより顧客がアカウント識別子を入力するときに製品
情報が保存されている選択内容にして出力されるようになされる。
【０１６４】
・　さらにまた、幾つかの実施例では、顧客は使用者装置を解してウエブ・サイトにアク
セスし、（ｉ）プリペイド・ユニット・アカウントの設置または更新、および（または）
（ｉｉ）製品情報選択の設定または調整を行える。
【図面の簡単な説明】
【０１６５】
【図１】自動販売機の一実施例のプロック線図である。
【図２Ａ】システムの一実施例プロック線図である。
【図２Ｂ】他のシステムの一実施例プロック線図である。
【図２Ｃ】さらに他のシステムの一実施例プロック線図である。
【図３】一実施例を有して構成された自動販売機の外観の例を示す線図である。
【図４Ａ】品物在庫データベース１２０の例とするデータ構造を示す表である。
【図４Ｂ】品物在庫データベース１２０の例とするデータ構造を示す表である。
【図５】一実施例を有して構成された例示プロセスを示す流れ図である。
【符号の説明】
【０１６６】
　１００　自動販売機
　１０５　プロセッサ
　１１０　データ保存装置
　１１５　プログラム
　１２０　品物在庫データベース
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　１５０　支払い処理機構
　１５５　出力装置
　１６０　入力装置
　１６５　通信ポート
　１７０　在庫保管および配給機構
　２００　システム
　２０５　制御装置
　２１０　通信ネットワーク
　２２０　通信ネットワーク
　２５０　システム
　２５５　周辺装置
　２６０　周辺装置の制御装置
　２６５　通信ネットワーク
　２７０　通信ネットワーク
　２７５　通信ネットワーク
　２８０　通信ネットワーク
　２８５　通信ネットワーク
　２９０　通信ネットワーク
　３００　外観実施例
　３０５　キャビネット
　３１０　入出力装置
　３１５　支払い処理機構
　３２０　在庫取出し機構
　３２５　品物表示窓

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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